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川
原 

俊
久 

 

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（J

G
N

）
再
認
定
プ
ロ
セ
ス

は
各
ジ
オ
パ
ー
ク
が
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
理
念

に
従
っ
た
持
続
可
能
な
活
動
を

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め

４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
審
査
で

す
。 日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
公
式
認
定

機
関
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
が
行
い
ま
す
。
こ
の
審
査
は
各

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
の
確
認
、
助

言
で
あ
り
、
不
合
格
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
各

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が
不
活
発
、

４
年
前
の
指
摘
事
項
の
改
善
が

み
ら
れ
な
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理

念
か
ら
の
逸
脱
の
激
し
い
動

き
、
等
々
が
み
ら
れ
た
場
合

「
条
件
付
き
再
認
定
」
と
い
う

裁
定
が
な
さ
れ
、
２
年
後
に
再

度
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
２
年
後
の
改
善
が
み
ら

れ
な
い
場
合
は
、
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員

資
格
を
失
う

こ
と
と
な
り

ま
す
。 

今
回
の
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
の

再
認
定
審
査
は
、
昨
年
１１
月
に

２
名
の
調
査
員
が
現
地
調
査
に

訪
れ
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

事
務
局
に
前
回
指
摘
さ
れ
た
問

題
点
の
改
善
状
況
、
こ
の
４
年
間

の
活
動
状
況
を
聞
き
、
推
進
協
議

会
会
長
の
越
川
市
長
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
翌
日
、
各
ジ
オ

サ
イ
ト
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
に
よ
り
本
年
２

月
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

で
審
査
、
裁
定
さ
れ
ま
し
た
。 

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
は
他
の
７

ジ
オ
パ
ー
ク
と
と
も
に
「
再
認
定
」

さ
れ
、
南
ア
ル
プ
ス
、
白
滝
の
２

ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
条
件
付
き
再
認

定
」
と
な
り
ま
し
た
。 

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
の
森 

 

保
立 

得
造 

 

一
昨
年
に
林
野
庁
と
銚
子
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
協
定

締
結
し
、
君
ケ
浜
の
国
有
林
エ
リ

ア
が
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
の
森
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
森
の
こ
れ
か

ら
の
活
用
が
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
の
浜
の
渚
に
近
い
と

こ
ろ
は
陽
樹
林
の
黒
松

が
生
息
し
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
三
百
年
前
に
飛

砂
防
止
の
た
め
に
植
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。
森

の
植
相
は
年
月
の
経
過

と
と
も
に
陽
樹
林
か
ら

陰
樹
林
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
森
の
歴
史
か

ら
考
え
て
極
相
林
が
実
感
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
審
査
員
の

方
々
を
北
エ
リ
ア
の
森
の
中
に

案
内
し
ま
し
た
。そ
こ
に
は
様
々

な
木
本
類
、足
元
に
は
四
季
折
々

に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
草
本

類
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
森
の
入
口
付
近
に
あ
る
黒
松

は
、
根
に
菌
類
が
共
生
し
て
お
り
、

お
互
い
に
栄
養
を
交
換
し
、肥
料

が
少
な
い
痩
せ
た
土
で
も
元
気

に
生
育
し
ま
す
。
森
の
奥
に
進
む

と
陰
樹
林
の
タ
ブ
の
木
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
タ
ブ
の
木
は
水
辺

に
沿
っ
て
分
布
し
ま
す
の
で
、
こ

の
近
く
も
か
っ
て
は
水
が
流
れ

て
い
た
事
を
伝
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ウ
ル
シ
科
の
ヌ
ル
デ
は
、

秋
に
塩
分
を
含
ん
だ
黒
い
実
を

つ
け
ま
す
。
晩
秋
に
真
っ
赤
な
実

を
つ
け
る
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
は
、
成

長
す
る
と
雄
株
か
ら
雌
株
に
性

転
換
し
ま
す
。
マ
メ
科
の
ヌ
ス
ビ

ト
ハ
ギ
は
、
秋
口
に
種
を
付
け
、

そ
の
形
が
盗
人
の
メ
ガ
ネ
に
そ

っ
く
り
で
す
。
こ
の
よ
う
に
こ
の

森
の
多
様
性
を
審
査
員
の
方
々

に
ご
理
解
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。  

 
 
 
 

 

今
後
、
森
の
環
境
維
持
に
努
力

し
て
、
犬
吠
埼
や
屏
風
ケ
浦
に
負

け
な
い
ジ
オ
サ
イ
ト
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
余
山
貝
塚
か
ら
高
田
川
チ
バ

ニ
ア
ン
へ 

 
 

内
匠
五
月
枝 

貝
塚
南
側
指
定
史
跡
前
で

案
内
を
開
始
。
余
山
貝
塚
の
概

要
と
縄
文
海
進
以
降
の
貝
塚

周
辺
の
土
地
の
成
り
立
ち
、
そ

の
後
の
変
化
等
を
数
枚
の
フ

リ
ッ
プ
を
使
っ
て
説
明
す
る
。  

審
査
員
の
方
が
足
元
に
散

ら
ば
っ
て
い
る
貝
殻
や
土
器

の
破
片
を
手
に
取
ら
れ
「
本
物

で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
の
で
、

近
隣
の
小
学
６
年
生
が
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
の
場
と
し
て
活
用
、

子
供
達
が
夢
中
に
な
っ
て
探

し
廻
る
様
子
を
伝
え
る
と
「
そ

れ
は
、面
白
い
、良
い
で
す
ね
」

と
感
心
さ
れ
て
い
た
。 

明
治
時
代
か
ら
有
名
な
遺

跡
だ
っ
た
が
、
昭
和
６０
年
以

降
は
訪
れ
る
人
も
無
く
荒
廃

し
て
し
ま
っ
た
。
平
成
２４
年

銚
子
が
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
と
同
時
期
に
、「
地
域

の
宝
を
後
世
の
子
供
達
に
奇

麗
な
環
境
で
残
そ
う
」
と
地
域

住
民
が
立
ち
上
が
り
、「
余
山

貝
塚
美
化
の
会
」
が
発
足
し
、

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

貝
塚
の
西
を
流
れ
る
高
田
川

添
い
の
人
達
も
「
高
田
川
と
共

生
す
る
会
」「
白
石
ダ
ム
に
集

う
大
地
の
会
」
を
発
足
。
住
民

に
よ
る
清
掃
保
護
活
動
を
紹

介
し
、
次
の
ジ
オ
サ
イ
ト
へ
と

向
か
う
。 

高
田
川
チ
バ
ニ
ア
ン
、
露
頭

の
前
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が

大
勢
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
岩

本
専
門
員
の
説
明
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
そ
の
様
子

を
ご
覧
に
な
っ
た
審
査
員
の

方
々
は
、「
銚
子
は
住
民
の
結

束
が
す
ご
い
、
他
で
は
例
が
な

い
」
と
感
心
さ
れ
て
お
り
、
更

に
上
流
へ
と
希
望
さ
れ
た
が
、

時
間
の
制
限
が
あ
り
次
の
ジ

オ
サ
イ
ト
へ
と
向
か
わ
れ
た
。

市
民
の
会
田
中
会
員
の
サ
ポ

ー
ト
と
文
化
財
班
の
赤
塚
主

査
の
助
言
を
頂
き
、
ガ
イ
ド
は

無
事
終
了
。
忘
れ
ら
れ
な
い
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。「
感
謝
」。 

再認定現地審査報告 

 

再
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定
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査
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